
Noheji Town　未来につなげる幸せのまち　のへじ

【特集】・�野村町長　就任のごあいさつ
　　　�・2023のへじにぎわい商工まつり
　　　�・�両校の魅力をぎゅぎゅっと
　　　　 お伝えします！
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特�集

就任のごあいさつ

　このたびの町長選挙におきまして、無投票で
はありましたが、引き続き２期目の町政運営を
担わせていただくことになりました。大変光栄
であると同時に、野辺地町を発展させていくた
めの牽引役として課せられた使命と責任の重さ
に改めて身の引き締まる思いであります。
　１期目の４年間は、就任早々に新型コロナウ
イルス感染症が猛威を振るい、その対応に追わ
れることになりましたが、そうした中において
も懸案となっていた「役場新庁舎建設」「行財政
改革」「企業誘致、産業振興」などに全力で取り
組み、着実に前に進めることができました。こ
れも町民の皆様のご協力とお力添えがあったか
らこそのものと深く感謝申し上げます。
　それでは２期目のスタートに当たり、これか
らの町政運営に臨む私の思いの一端を述べさせ
ていただきます。
　私は、今回の町長選挙において、「町民の皆さ
まとともに、力強く歩む町づくり」をスローガン
に掲げました。まちづくりは行政の主導だけに
よるのではなく、町民と行政が一緒になって進
めていくことが真のまちづくりであると考えて
おります。この思いは町長になってからも一貫
しております。今後も「のへじ♡ファンミーティ
ング」の継続などを通して広く町民の声を聴く
機会を大切にしてまいります。
　次に少子高齢化対策であります。まずは子育
て世代に対する支援の拡充を行います。人口減
少社会が進む中において、持続可能な活力ある
まちづくりを推進していくためには若い力が必
要です。私はそうした世代が暮らしやすく、幸

せを実感できるような町にしていくために
は、子育て対策が最優先課題であると位置付け
ております。そこで、小学校・中学校入学時に
それぞれ児童生徒一人当たり５万円を入学祝金
として支給する新たな制度をつくります。加え
て、学校給食費の無償化及び子ども医療費助成
事業の所得制限撤廃についても国や県と協調し
ながら取り組んでまいりたいと考えております。
さらに、若葉小学校の野辺地小学校への統合と、
新校舎の建設を進め、子どもたちの学習環境を
充実させていきます。一方で、高齢化対策につ
きましては、高齢者の介護予防や健康維持を図
る事業を拡充してまいります。
　また、これらの取組を確実に実行していくと
同時に、その裏付けとなる財源確保のため、こ
れまでと同様、堅実な財政運営と効率的な行政
運営の確立に努めてまいります。
　今後とも職員一丸となり、野辺地町の未来と
町民の皆様の幸せのため、粉骨砕身の覚悟で取
り組んでまいりますので、引き続き皆様のご理
解とご協力をお願い申し上げます。

当選証書付与式（10月16日）

野辺地町長　野　村　秀　雄
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町教育委員会教育長に新渡幹夫氏が再任
　新渡幹夫氏が野辺地町教育委員会教育長に再任されました。任期は、
令和５年10月１日から令和８年９月30日までです。
◆再任のあいさつ
　先生方の常識を変え、授業を変え、児童・生徒が自信をもって
学校生活を楽しむために、自己充足感、自己肯定感を高めていき
ます。
　そのことが、「教育の町・のへじ」の更なる発展につながるもの
と考えています。

　野辺地町商工会（松山隆志会長）が９月
23日から24日にかけて、2023のへじに
ぎわい商工まつりを開催しました。
　23日の前夜祭では、愛宕公園を会場と
して小型煙火（花火）の打ち上げが行われ、
会場は歓声に包まれました。
　24日は、中央公民館を会場として商工
まつりが開催され、キッチンカーや露店
ブースでの食品などの販売が行われました。
また、ステージイベントでは、にぎわいコ
ラボバンドの演奏や鹿島アントラーズに所
属の「柴崎　岳」選手のグッズ抽選会など
様々な催しが行われ、大勢の家族連れなど
で賑わいました。

２
０
２
３ 
の
へ
じ

　

に
ぎ
わ
い
商
工
ま
つ
り

特�集

柴崎岳選手のサイン入りサッカーシューズ、サイン色紙抽選会
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学校の概要

ボランティア活動

カワラケツメイ茶の商品開発に挑戦

男子ハンドボール部　高校総体優勝　

私たちが  青森県立野辺地高等学校  を紹介します！

左：２年　倉岡　桜愛さん（書道部・野辺地町出身） 
右：２年　横濵　葵さん　（野球部MG・野辺地町出身）
　私たちは毎月「野高ポスター」を作成し、野辺地中学校に掲示しています！
　ポスターを見て、野辺地高校に来てくれる中学生が１人でも増えれば嬉しいです。

　青森県立野辺地高等学校は、大正15年に青森県立野辺地
中学校として開校し、県内外はもちろん、世界で活躍する
人材を輩出してきました。令和７年には創立100周年を迎
えます。
　生徒一人ひとりが主役になれる教育活動を展開し、探究
活動や社会奉仕活動を通して、郷土への誇りや愛着を醸成
し、未来を切り拓く人財を育成しています。

　野辺地高校では、愛宕公園のこいのぼり設置、のへじイ
ルミネーションのデザイン考案・取付け作業、潮騒公園の
ごみ拾いや野辺地小学校での挨拶運動など、多くのボラン
ティアに参加しています。ボランティア活動を通して町民
の方と共に地域の課題を考え解決に向けて取り組むなど、
地元に貢献していきたいと考えています。

　今年度から、新たな取組として、中庭で町の特産品であるカワ
ラケツメイの栽培を始めました。ここでは、調理実習の残飯をコ
ンポストに入れて堆肥を作り、それを利用したハーブも栽培。７
月15日（土）と16日（日）に開催した文化祭では、カワラケツメイ
とハーブをブレンドしたお茶を、来校したお客様に提供しました。
今後は、野辺地高校産のカワラケツメイを使った商品開発に取り
組んでいきたいと考えています。

　男子ハンドボール部は、今年度の青森県高等学校総合体育大
会において12大会ぶりに優勝を果たし、インターハイに出場す
ることができました。６月５日（月）、野辺地町立体育館で行わ
れた決勝戦では、全校生徒だけでなく、多くの町民の方から熱
い声援が送られていました。
　３年生が引退し、新キャプテンとなった１年２組中村風牙さ
んは「チームで話し合いながら集中して練習し、全国大会一勝を
目指します。」と話していました。

野辺地町・　　野辺地西高等学校　　・　　野辺地高等学校コラボ企画 企画財政課
（ 内線261）

ぎゅぎゅっとお伝えします！

令和７年度　創立100周年！
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学校の概要

在学青年ボランティア活動

花で笑顔の輪を広げようプロジェクト

コロナ禍からの復活「新たなスポーツ大会」

私たちが 八戸学院野辺地西高等学校 を紹介します！

左：１年　蛯沢　萌那瑚さん（空手道部・野辺地町出身）
　　これからも野辺地町の魅力や、野辺地西高校の良い所をアピールしたいと思います。
右：１年　新山　蒼志郎さん（空手道部・三沢市出身）
　　野辺地西高校は文武両道が実現できます。一緒に空手道部で頑張りませんか。

　八戸学院野辺地西高校は、昭和48年に「上北地方に
私立高校を」という要望が高まり、地域社会に貢献で
きる人材の育成を目的に創設されました。
　本校は、教養進学系列・保育福祉系列・産業技術系
列の３系列からなる総合学科高校です。運動部の活動
も盛んで、県内各地から生徒が集っています。

　野辺地町教育委員会と協力して毎年開催している在学青年
ボランティア。今年度は、７月２日（日）、野辺地高校生と協
力して海水浴場の清掃活動を実施しました。ゴミはとても少
なく、野辺地町民の意識の高さが伺えました。自然は大切な
資源です。人間の手で守り、これからも大切に守っていきた
いと思います。

　５月30日（火）、野辺地ロータリークラブの方々と協力し
て、環境美化活動を実施しました。今年度は１年次生の行
事として「産業社会と人間」の時間を利用して開催され、校
舎の玄関前プランター・学校花壇等に花を植えました。当
日は、野辺地ロータリークラブの方々 10名と、生徒47名
が参加。協力しながら、笑顔で環境美化活動を終えること
ができました。

　７月６日（木）と７日（金）の２日間、コロナ禍で中止さ
れていた体育祭が、スポーツ大会として開催されました。
生徒が、紅白の軍に分れ、リレー・バスケットボール・
バレーボール・長縄跳び・魔法の絨毯等の競技に取組み
ました。とても白熱し、クラスメイトとの一体感を感じ
ながら運動の楽しさを味わうことができました。

野辺地町・　　野辺地西高等学校　　・　　野辺地高等学校コラボ企画

両校の魅力を
特�集
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１００歳おめでとうございます

町へのご寄附ありがとうございました

　

田
中
サ
ノ
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ん
は
当
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で
７
人
兄
妹
の
５
番
目
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ま
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ま
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。
幼
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力
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負

い
、
長
年
親
族
と
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緒
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暮
ら
し
て
い
ま
し
た
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田

中
さ
ん
は
魚
と
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菜
が
好

物
で
、
現
在
は
野
辺
地

ホ
ー
ム
で
元
気
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。

姉妹によるソプラノコンサート
～ふるさとへ思いを寄せて～秋の火災予防運動防火セレモニー

　当町出身の中井麗子さんと黒木庸子さん（のへ
じ北前応援大使）が９月17日、中央公民館で「う
たがはじまる姉妹によるソプラノコンサート」を
開催しました。
　当日コンサートを聴いていた方は「歌を通じて
野辺地をもっとよくしていこうという２人の思い
が伝わった」と感想を述べました。
　最後に野辺地町民歌を観客約130人とともに歌
い、会場は温かい雰囲気に包まれました。

　野辺地町交通安全母の会連合会（野坂幸子会長）が創立50周
年を記念して、野辺地小と若葉小へ警笛付横断指導旗各１本。

　野辺地消防署が10月13日、サンデー野辺地店
駐車場で秋の火災予防運動防火セレモニーを実施
しました。
　セレモニーでは、野辺地カトリック幼稚園幼年
消防クラブ員が鼓笛隊演奏を披露したほか、ポン
プ操法では、元気な掛け声とともに入場して放水
訓練を行いました。
　園児たちは防火の誓いを述べ、来場した方々に
火災予防を呼びかけました。

　
上
十
三
法
人
会
野
辺
地
支
部

様
か
ら
、
町
内
小
中
学
校
の
文

化
振
興
の
た
め
に
５
万
円
。

　
姉
妹
に
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る
ソ
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ラ
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ト
を
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催
さ
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た
中
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麗
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様
・
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木
庸
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が
、
来
場
さ
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か
ら

の
募
金
を
町
の
文
化
活
動
支
援
の
た

め
に
１
２
８
，
４
３
５
円
。

美しい歌声を披露した中井麗子さん（左）と黒木庸子さん鼓笛隊演奏を行った年長児たち

町長へ目録を手渡す
久保田勝正支部長

黒木庸子様（左）、中井麗子様

野辺地小学校（左）と若葉小学校へ

田中　サノさん
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ

まちの人口

無料相談案内
●年金相談
（年金全般に関すること）
12月20日（水）10時～15時
中央公民館
☎017－734－7498
※要予約（定員に達し次第締切）

●特設人権相談
（人権擁護に関すること）
12月５日（火）10時～15時
中央公民館　
相談担当：人権擁護委員
◆問合先　介護・福祉課
☎65－1777

●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
11月10日（金）　14時～
老人福祉センター
◆問合先　総務課
☎64－2111（内線263）
※要予約（定員に達し次第締切）

●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
11月21日（火）10時～12時
役場相談室
◆問合先　総務課（内線263）

●教育相談
（しつけ・いじめ等に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
９時～15時
教育委員会
  ☎090－2604－9408

●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
健康増進センター  ☎65－1777

役場　☎64－2111

令和５年９月末現在（前月比）
人　口  12,095名　（－33）
　男　  5,658名　（－15）
　女　  6,437名　（－18）
世帯数  6,313世帯（－14）
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青
森
県
が
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。
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た
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に
入
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と
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数
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を
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し
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ら
歩
く
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誘
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◆
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月
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）
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域
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９
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．
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。
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９
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辺
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◆
日
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７
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日
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開
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時
～

◆
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民
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２
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を
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れ
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◆
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付
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９
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）

◆
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央
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民
館

◆
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ラ
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４
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し
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辺
地
町
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業
用
プ
ラ
ス
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ッ

ク
適
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理
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議
会
』
で
は
、
農
業
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プ
ラ
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ス
用
ビ

ニ
ー
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チ
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、
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薬
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き
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苗
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オ
ラ
ッ
プ
類
、
な
が
い
も
ネ
ッ
ト

等
）
の
適
正
処
理
を
行
う
た
め
次
の

日
程
の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

◆
収
集
場
所　

　

�

野
辺
地
野
菜
集
出
荷
施
設
（
字
有

戸
鳥
井
平
２
１
３

－

１
）
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
収
集
日
時　

　
11
月
６
日
（
月
）
９
時
～
12
時

◆
処
理
料
金

◇
Ｐ
Ｅ
製
品

　
１
㎏
／
22
円
（
税
込
）

◇
Ｐ
Ｐ
製
品

　
１
㎏
／
30
．
25
円
（
税
込
）

◆
支
払
方
法

・
農
協
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し

　

�

（
農
協
の
口
座
番
号
・
口
座
名
義

が
分
か
る
も
の
・
通
帳
の
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

◆
搬
入
の
仕
方

◇�

Ｐ
Ｅ
製
品
と
Ｐ
Ｐ
製
品
は
分
け
て

搬
入
す
る
。

◇�

土
等
を
落
し
、
乾
か
し
、
異
物
が

混
入
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

◇�

マ
ル
チ
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ラ
ッ
プ
類

は
飛
ば
な
い
よ
う
に
１
～
２
か
所

を
結
束
し
、
手
で
持
ち
上
げ
ら
れ

る
程
度
に
す
る
。（
総
量
10
㎏
～

15
㎏
）

◇�

農
薬
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル

は
完
全
に
使
い
切
っ
た
状
態
で
水

洗
い
し
、
ポ
リ
系
の
ご
み
袋
に
入

れ
る
。

◆
問
合
先

◇
産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
８
）

◇�

Ｊ
Ａ
ゆ
う
き
青
森
野
辺
地
営
農
セ

ン
タ
ー　

　
☎
64

－

０
０
２
４

7
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◆
申
込
期
限　
　
11
月
30
日
（
木
）

◆
問
合
先

　

建
設
水
道
課
（
内
線
２
７
６
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
改
修
促
進

支
援
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

　
町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
等
に
よ
る
災

害
を
未
然
に
防
止
し
、
ま
た
町
内
の

道
路
の
通
学
路
及
び
避
難
路
に
お
け

る
通
行
人
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

転
倒
及
び
倒
壊
の
危
険
性
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
等
に
対
す
る
補

助
を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
建
設
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象

　
通
学
路
及
び
避
難
路
沿
い
の
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
診
断
、
撤
去

工
事
、
建
替
え
（
撤
去
・
新
設
）
工

事
、
改
修
工
事

◆
補
助
金
額

①
か
か
っ
た
費
用
の
合
計

②
塀
の
延
長
×
メ
ー
ト
ル
単
価

　
①
と
②
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
に

２
／
３
を
乗
じ
て
得
た
額
（
た
だ
し
、

上
限
12
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限　
11
月
30
日
（
木
）

◆
問
合
先

　
建
設
水
道
課
（
内
線
２
７
６
）

※�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
り
、

通
行
人
等
へ
被
害
を
も
た
ら
し

木
造
住
宅
耐
震
診
断

　
　
　
　
希
望
者
募
集

　
町
で
は
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐

震
診
断
を
希
望
す
る
場
合
に
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
耐
震
診
断
員
を
派

遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

　
町
内
に
あ
り
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
の
戸
建

て
住
宅
（
専
用
又
は
併
用
住
宅
）
で

あ
っ
て
現
在
居
住
さ
れ
て
い
る
も
の

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
建
設
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

過
去
に
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て

耐
震
診
断
等
を
受
け
て
い
る
場
合

は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
個
人
負
担
額

　
次
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

た
場
合
、
所
有
者
の
責
任
が
問
わ
れ

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点

検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
を

活
用
し
、
維
持
管
理
を
含
め
た
安
全

点
検
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

青
森
県
立
盲
学
校�

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

職
業
教
育
を
し
て
い
ま
す

　

青
森
県
立
盲
学
校
で
は
、
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、

き
ゅ
う
師
の
国
家
資
格
取
得
を
目
指

せ
ま
す
。

◆
職
業
課
程

◇
高
等
部
保
健
理
療
科

　
中
学
校
卒
業
を
入
学
資
格
と
し
、

高
等
学
校
の
普
通
科
目
と
と
も
に
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
に
な
る
た

め
の
専
門
的
な
内
容
に
つ
い
て
学
習

す
る
課
程
で
す
。

　
卒
業
す
る
と
高
校
卒
業
の
資
格
と

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
国
家

試
験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

◇
専
攻
科
理
療
科

　
高
等
学
校
卒
業
を
入
学
資
格
と
し
、

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り

師
、
き
ゅ
う
師
に
な
る
た
め
の
専
門

的
な
内
容
に
つ
い
て
学
習
す
る
課
程

で
す
。
卒
業
す
る
と
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う

師
の
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。

◆
入
学
に
つ
い
て

◇
入
学
基
準

医
師
の
診
断
に
よ
る
矯
正
視
力
が
概

ね
０
．
３
未
満
の
方
、
視
力
以
外
の

視
機
能
に
高
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

で
、
盲
学
校
の
入
学
検
査
に
合
格
し

た
方
が
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
諸
経
費

　
入
学
金
や
授
業
料
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
給
食
費
や
学
用
品
の
購
入

費
な
ど
は
家
庭
の
収
入
に
応
じ
て
、

全
額
又
は
一
部
が
就
学
奨
励
費
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
入
学
検
査

　
毎
年
２
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

入
学
願
書
の
締
め
切
り
は
１
月
下
旬

で
す
。

※�

入
学
願
書
を
提
出
さ
れ
る
前
に
、

入
学
相
談
及
び
体
験
入
学
を
お
受

け
く
だ
さ
い
。

◆�

問
合
先　
青
森
県
立
盲
学
校
ロ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７

－

７
２
６

－

２
２
３
９

町
社
協
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
上
映
!!

『
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。』

　
認
知
症
の
母
と
耳
の
遠
い
父
と
離

れ
て
暮
ら
す
私

－

　
広
島
県
呉
市
。
泣
き
な
が
ら
撮
っ

た
１
２
０
０
日
の
記
録

◆
日
時　
11
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～

◆
場
所　
中
央
公
民
館

◆
入
場
料　
無
料

◆
上
映
時
間　
１
０
２
分

※�

観
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込

が
必
要
で
す
。
事
前
に
申
込
先
へ

お
名
前
と
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

※�

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
た
め
中
止

す
る
場
合
は
、
電
話
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先

　
野
辺
地
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
64

－

０
４
０
１

児
童
館
行
事

◆
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
楽
し
も
う

　
19
日
（
日
）

※
日
程
変
更
と
な
る
場
合
あ
り
。

◆
干
支
レ
リ
ー
フ
作
り
期
間

　
11
月
20
日
（
月
）
～

　
12
月
８
日
（
金
）

◆
支
援
拠
点
事
業
　
の
へ
じ
ら
ん
ど

　
親
子
ヨ
ガ　

　
講
師
：
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
新
山
奈
穂
氏

　
22
日
（
水
）
10
時
～

◆
避
難
訓
練

　
22
日
（
水
）
16
時
～

◆
問
合
先
　
児
童
館

　
☎
64

－

３
１
０
６

延べ床面積 個人負担額
200㎡以下 11,000円
200㎡超
~250㎡以下 32,000円
250㎡超
~300㎡以下 53,000円
300㎡超
~350㎡以下 75,000円
350㎡超
~400㎡以下 96,000円

(c)2018「ぼけますか
ら、よろしくお願いしま
す。」制作・配給委員会 8
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11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
、

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

「
年
金
の
日
」
で
す
！

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働

省
と
協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね

ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
付
け
、
国
民

の
皆
さ
ま
に
公
的
年
金
制
度
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
を

活
用
し
て
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と

し
て
、
11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）

を
「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
の
年
金
記

録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
し
、
将
来

の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

※�

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る

ほ
か
、
次
の
よ
う
な
様
々
な
機
能

が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・�

将
来
の
年
金
見
込
額
の
計
算
、
電

子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲

覧
や
受
給
に
関
す
る
各
種
通
知
書

の
確
認
な
ど

◆�

ご
利
用
方
法
に
は
、
以
下
の
２
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ロ
グ
イ
ン

・�

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ロ
グ
イ
ン

　

�

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
７

－

７
３
４

－

７
４
９
５

◇
町
民
課
（
内
線
２
９
６
）

◆
保
険
料
納
付
期
限　
10
月
分　

　
11
月
30
日
（
木
）

町
税
等
（
令
和
６
年
度
課
税

分
）
の
口
座
振
替
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
！

　

町
税
等
の
納
付
は
、
口
座
振
替

（
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落
と
し
）

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
融
機

関
等
に
出
向
い
た
り
、
現
金
を
持
ち

歩
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一
回
の
申
込
み
で
納
期
毎
、
毎
年
口

座
振
替
が
継
続
す
る
安
全
・
安
心
、

便
利
、
確
実
な
納
付
方
法
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
利
用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
（
普
通

徴
収
）、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通

徴
収
）
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
３
月

ま
で
に
口
座
振
替
を
申
込
み
済
み
で
、

対
象
条
件
を
満
た
し
た
方
に
「
の
へ

じ
共
通
商
品
券
等
五
百
円
分
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
是
非
こ
の
機
会
に
、
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先

　
税
務
課
（
内
線
２
４
４
）

あ
お
も
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
県
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

よ
る
寄
附
金
を
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
制
度
は
、
関
わ
り
が
深
い
地

域
を
応
援
し
た
い
み
な
さ
ま
の
想
い

に
お
応
え
す
る
も
の
で
、
総
務
大
臣

の
指
定
を
受
け
た
地
方
団
体
（
都
道

府
県
・
市
区
町
村
）
に
対
し
て
寄
附

を
し
た
場
合
に
、
現
在
お
住
ま
い
の

自
治
体
の
住
民
税
（
県
民
税
・
市
町

村
民
税
）
か
ら
、
寄
附
金
額
に
応
じ

て
一
定
額
を
控
除
す
る
も
の
で
す
。

　
青
森
県
で
は
、
１
万
３
千
円
以
上

（
※
１
）
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た

県
外
在
住
の
方
を
対
象
に
、
青
森
県

産
品
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
県
内

外
問
わ
ず
、「
青
森
県
を
応
援
し
た

い
！
」
と
お
考
え
の
ご
親
族
・
ご
友

人
の
方
々
に
も
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

　
青
森
県
へ
の
寄
附
の
お
申
し
出
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
ま
た
は

「
青
森
県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
の

ほ
か
、
寄
附
申
出
書
（
※
２
）
の
ご

提
出
（
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵

送
）
に
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
「
あ
お
も
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

で
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ま
か
ら
の
、
あ
た
た
か
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※�

１　
令
和
５
年
10
月
１
日
受
付
分

か
ら
、
県
産
品
の
送
付
対
象
と
な

る
寄
附
金
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
下
記

URL

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

�h
ttp

s://w
w
w
.p
re
f.

aom
ori.lg.jp/soshiki/

s
o
u
m
u
/
z
e
im

u
/

so
u
m
u
_ze

im
u
_0
2
6
_

kifukinhenkou.htm
l

※�

２　
寄
附
申
出
書
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
各
地

域
県
民
局
県
税
部
に
も
備
え
付
け

て
お
り
ま
す
。

◆
問
合
先

　
青
森
県
総
務
部
税
務
課

　
☎
０
１
７

－

７
３
４

－

９
０
６
４

看
護
の
仕
事
で
輝
き
ま
せ
ん
か
‼

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
の
再
就
業
を
支
援
す
る
無
料

職
業
紹
介
所
で
す
。
復
職
支
援
研
修

も
各
種
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間　

　
平
日
９
時
～
12
時

　
13
時
～
16
時

◆
問
合
先

　
公
益
社
団
法
人
青
森
県
看
護
協
会

　
青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７

－

７
２
３

－

４
５
８
０

　
Ｅ-m

ail

：

　
aom

ori@
nurse-center.net

再
募
集�

国
保
・
脳
検
診

（
12
月
分
）の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
野
辺
地
町
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
を
対
象
に
国
保
・
脳
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
12
月
募

集
分
に
若
干
の
空
き
が
あ
り
申
込
み

で
き
ま
す
。

◆
受
付
期
間　
　

　
11
月
１
日
（
水
）
～

※
電
話
で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

◆
受
付
人
数　
若
干
名

◆
対
象
者
　

①
75
歳
未
満　

②�

野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
（
申
込
が
多
数
の
場

合
は
、
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方
を

優
先
し
ま
す
。）　

③
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯
の
方

◆
個
人
負
担
金　
３
，
０
０
０
円

◆
実
施
期
間　
12
月

（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

◆
実
施
医
療
機
関
　

　
公
立
野
辺
地
病
院

※�

場
合
に
よ
っ
て
は
、
検
査
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
合
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い
。

☎
申
込
・
問
合
先

　
町
民
課
（
内
線
２
４
１
）
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園
児
を
募
集
し
ま
す

　
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
で
は
、
令
和

６
年
度
入
園
を
希
望
す
る
幼
児
の
入

園
願
書
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
入
園
希
望
の
方
は
、
入
園
願
書
を

園
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
記
入

の
上
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
　

　
11
月
1
日
（
水
）
～
随
時

◆
受
付
場
所　
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

◆
特
色

①�

文
部
科
学
省
で
定
め
て
い
る
学
校

教
育
基
本
法
に
基
づ
い
た
教
育
内

容
を
実
施

②�

預
か
り
保
育
、
子
育
て
支
援
（
満

３
歳
未
満
の
子
ど
も
）
の
実
施

③�

夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
の
長

期
休
業
日
の
特
別
保
育
、
土
曜
保

育
実
施

④
通
園
バ
ス
、
給
食
あ
り

⑤�

そ
の
他
、
園
の
特
色
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　
35
名

◆
法
人
名

　
学
校
法
人
東
北
カ
ト
リ
ッ
ク
学
園

　
理
事
長　
園
部　
英
俊

◆
教
育
目
標

・�「
友
達
を
思
い
や
り
、
神
に
喜
ば

れ
る
子
ど
も
に
な
ろ
う
」
を
目
標

に
優
し
い
心
、
明
る
い
心
、
感
じ

る
心
を
育
て
ま
す
。

・�

生
活
の
中
で
様
々
な
経
験
を
通
し
、

創
造
性
豊
か
で
主
体
的
に
活
動
で

き
る
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

◆
保
育
時
間　
７
時
半
～
18
時

◆
問
合
先

野
辺
地
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

野
辺
地
町
字
野
辺
地
３
１
８

－

１

　
☎
64

－

３
４
７
０

　

F��72

－

８
０
９
０

な
ん
で
も「
子
ど
も・若
者

の
お
悩
み
相
談
会
」開
催

　
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
人
づ
き

あ
い
、
発
達
障
害
、
仕
事
探
し
、
経

済
的
困
窮
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
る
子

ど
も
や
若
者
、
そ
の
ご
家
族
が
抱
え

る
様
々
な
悩
み
を
相
談
で
き
る
合
同

相
談
会
で
す
。

　
相
談
内
容
に
合
わ
せ
て
、
複
数
の

専
門
相
談
員
が
チ
ー
ム
で
支
え
ま
す
。

　
ご
家
族
だ
け
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
18
日
（
土
）

　
10
時
～
16
時
半

◆
相
談
料　
無
料

◆
対
象
者

　
子
ど
も
・
若
者
、
そ
の
ご
家
族

◆�

場
所　
八
戸
市
公
会
堂
・
公
民
館

　
２
階
会
議
室

◆
申
込
・
問
合
先

　
青
森
県
環
境
生
活
部

　
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

　
☎
０
１
７

－

７
３
４

－

９
２
２
４

蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
方
は
毎
年

届
出
が
必
要
で
す
。

◆
蜜
蜂
の
配
置
に
つ
い
て

◇�

提
出
書
類　
蜜
蜂
配
置
希
望
申
告

書
・
採
蜜
状
況
報
告
書

◇
提
出
期
限　
12
月
上
旬

※�

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
た
め
に
は
、
養

蜂
振
興
法
に
基
づ
く
飼
育
届
の
提

出
の
ほ
か
、
毎
年
１
月
に
県
民
局

が
開
催
す
る
配
置
調
整
会
議
に
お

い
て
、
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◆
蜜
蜂
の
飼
育
届
に
つ
い
て
　

◇
提
出
書
類　
蜜
蜂
飼
育
届

◇
提
出
期
限　
１
月
31
日

※�

確
定
し
た
配
置
に
つ
い
て
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
飼
育
状
況
を
記
載

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
右
記
の
届
出
は
上
北
地
域
県
民
局

地
域
農
林
水
産
部
畜
産
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
用
紙
は
、
青
森
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
度
飼
育
届
を
提
出
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
当
課
か
ら
用
紙

を
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
花
粉
交
配
用
の
み
で
蜜
蜂

を
一
時
的
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
の

届
出
は
不
要
で
す
が
、
趣
味
で
あ
っ

て
も
通
年
で
飼
育
す
る
場
合
は
届
出

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
な
い

場
合
で
も
、
飼
育
す
る
目
的
で
巣
箱

を
設
置
す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◆
提
出
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
青
森
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
蜜
蜂
飼
育
届
出
の
義
務

に
つ
い
て
」

◆�

問
合
先　
上
北
地
域
県
民
局
地
域

農
林
水
産
部　
畜
産
課

　
☎
０
１
７
６

－

22

－

８
１
１
１

　
（
内
線
２
２
５
）

ク
リ
ー
ン・ペ
ア・は
ま
な
す

会
計
年
度
任
用
職
員�

随
時
募
集

　
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
で
は
、

次
の
と
お
り
会
計
年
度
任
用
職
員
を

随
時
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
職
務
名
及
び
業
務
内
容

◇
勤
務
地　

　
ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま
な
す

◇
定
員　
２
名

◇
応
募
区
分　
技
能
区
分

◇
職
務
名　
運
転
技
能
員

◇
業
務
内
容　
リ
サ
イ
ク
ル
業
務

◇
パ
ー
ト
・
フ
ル
タ
イ
ム
の
別

　
フ
ル
タ
イ
ム

◆
任
用
期
間　
任
用
開
始
日
か
ら
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
（
４
月
１
日

以
降
の
任
用
は
、
面
接
試
験
等
に
よ

り
任
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

◆
任
用
の
決
定
　

　
申
込
順
に
随
時
面
接
試
験
を
行
い
、

合
否
を
決
定
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間　
随
時
受
付
。
定
員
に

達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※
受
付
時
間　
８
時
半
～
17
時

　
（
土
日
、
祝
祭
日
は
受
付
不
可
）

◆
応
募
方
法　
郵
送
又
は
持
参
。

◆
応
募
先�

〒
０
３
９

－

３
１
１
３

　
野
辺
地
町
字
田
狭
沢
40

－

９

　
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
総
務
課

　
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集
担
当　

�

宛

◆
問
合
先

①
募
集
に
つ
い
て

　
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

事
務
局
総
務
課

　
☎
64

－

１
０
６
６

②
業
務
内
容
に
つ
い
て

　
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

　
ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま
な
す

　
☎
68

－

２
５
０
８

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://hokubukam
ikita.org

　

青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
上

十
三
支
部
が
10
月
２
日
、
ト

ラ
ッ
ク
の
日
（
10
月
９
日
）
の

一
環
と
し
て
、
野
辺
地
町
交
通

安
全
母
の
会
へ
交
差
点
の
横
断

歩
道
前
に
設
置
す
る
ス
ト
ッ
プ

マ
ー
ク
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
は
、

児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ

と
を
目
的
に
、
小
学
校
付
近
の

横
断
歩
道
前
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

児
童
を
事
故
か
ら
守
る
！

「
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た

贈呈されたストップマークを
手にする野坂幸子会長（右）
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◆申込・問合先　企画財政課　企画政策担当（内線265）

募集　男女共同参画事業　「お菓子作り教室」

◆日　　時　12月９日（土）14時～ 17時頃
◆場　　所　健康増進センター調理室
◆対　　象　町内にお住まいで18歳以上の方
◆参 加 費　無料
◆募集人数　10名（男女各５名程度　先着順）
◆講　　師　GARDEN CAFE 古林　百恵 氏、泉山　奏恵 氏
◆持 ち 物　エプロン、三角巾、マスク
◆内　　容　はじめてのお菓子づくり（今回はスコーン）
◆申込期限　11月30日（木）
　※当日体調がすぐれない方は参加をお控えください。

◆日　　時　11月23日（木・祝）　10時～ 11時半
◆開催場所　中央公民館　第３会議室
◆対　　象　どなたでも（幼児は保護者同伴）
◆参 加 費　無　料
◆定　　員　15名（定員になり次第締切）
◆内　　容　・歴史コラムに掲載された出来事や写真の紹介
　　　　　　・ ふるさとスタンプを使ったオリジナルトートバッグづくり
◆申込方法　 電話又は資料館へ来館し申込み。（締切：11月17日）
　　　　　　※参加者氏名、住所、電話番号をお知らせください。

　広報のへじで連載されている歴史コラム「のへじ典」に掲載された内容を紹介
するワークショップを開催します。昭和の野辺地を中心に、昔の写真や広報を見
ながら町の出来事をわかりやすく紹介し、講座後は野辺地の特産品や歴史をイラ
ストにしたスタンプを使ったオリジナルトートバッグを作成します。
　幼児から参加できますので、皆さまの参加をお待ちしています！

※納付が困難な場合は早めに、次の担当課へご相談ください。
　◆問合先　
　　町税・国民健康保険税　　税務課（内線235・243）
　　後期高齢者医療保険料　　町民課（内線238）
　　保育料　　　　　　　　　健康づくり課（健康増進センター　☎64－1770）
　　水道料　　　　　　　　　建設水道課（内線270）
　　介護保険料　　　　　　　介護・福祉課（健康増進センター　☎65－1777）
　　学校給食費　　　　　　　給食センター（☎64－2886）

11月は納税完納強調月間です
～税金などの納め忘れはありませんか～

　町民の皆さまが納める税金などは、町財政を支える貴重な財源です。
　町では、税などの財源を確保して健全な財政運営を図るため、県と一丸となって税の収入確保に取
り組んでいるところであり、11月を「納税完納強調月間」と定め納付期限を過ぎている税などの納
付についてのお願い（訪問）をします。
　町税（町県民税・固定資産税・軽自動車税）、国民健康保険税、介護保険料、保育料、後期高齢者
医療保険料、学校給食費、水道料などの納め忘れについて、再確認や計画的な納付をお願いします。

◆問合先　歴史民俗資料館　☎　64－9494

広報連載「歴史コラム・のへじ典」ワークショップ参加者募集

【紹介する写真の一例】

男女共同参画社会推進の一環として、
お菓子づくり教室を開催します。
皆さまのご参加をお待ちして

います♪

【作成するトートバッグ】
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◆低所得者世帯への給付金　介護・福祉課（健康増進センター内）　☎65－1777
◆その他の世帯への給付金　総務課　☎64－2111　内線248

　町では、エネルギー価格や物価の高騰による家計負担の軽減策として、全ての世帯を対象に上
記いずれかの給付金の支給をしています。いずれの給付金もすでに８月中旬に各ご家庭へ申請書類
（又は振込決定通知書）をお送りしています。申請期限は、11月30日（木）です。忘れずにお手
続きしましょう。
　詳しくは、広報８月号をご覧になるか、各担当窓口へお問い合わせください。

低所得者世帯への給付金
（１世帯３万円）

申請が必要な場合の申請期限は、
11月30日（木）です。

その他の世帯への給付金
（１世帯２万円）

支給要件確認書の提出が必要です。
提出期限は11月30日（木）です。

◆問合先　防災管財課（内線228）

防災無線を用いた「緊急地震速報訓練」及び「情報伝達試験」のお知らせ

◆第２回緊急地震速報訓練
　全国瞬時警報システム（Ｊ－アラート）による緊急地震速報を、町民
の皆さまにお伝えする訓練放送を実施します。
　　　　　　実施日：11月２日（木）10時頃
　　※気象・地震活動の状況等によっては、中止することがあります。
◆第３回全国一斉情報伝達試験

　Ｊ－アラートによる国からの緊急情報が、正常に流れるかを確認するための
テスト放送を実施します。
　　　実施日：11月15日（水）11時頃
※気象・地震活動の状況等によっては、中止することがあります。

◆応募条件　　つぎの双方を満たす方
・前記６市町村にお住まいの方、事業者の方
・前記６市町村で生産された農林水産品を主な
　食材・原料とする加工品を販売できる方
◆募集期間　　
　11月１日（水）～11月30日（木）
◆応募方法
　 六景楽市ホームページ（https://rokkei.jp）ブランド認
定についてをご覧ください。

　申請をお忘れではありませんか？　申請期限は11月30日です。
給付金の申請には期限があります

◆応募・問合先　野辺地町商工会
☎64－2164「六景楽市ブランド」が認定商品を募集！

　三沢市・野辺地町・東北町・横
浜町・六ヶ所村・東通村の農林水
産加工品の認定商品の地域ブラン
ド「六景楽市」が、第26期の認定
商品を公募します。認定商品には
催事出店時の補助やパッケージデ
ザインの相談等多くのサポートが
ございますので、奮ってご応募く
ださい。
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◆問合先　介護福祉課（健康増進センター内）　☎65－1777

　高齢者・障がい者の除雪に関するお知らせ

①事業の対象は、「玄関から道路（表通り）」までの生活道路の除雪です。
②10cm以上の降雪があった日の「午前から午後の間」に「原則１回」除雪を行います。
③「屋根から落ちた雪」は片付けません。
④「除雪を支援してくれる人が町内に誰もいない方」が対象です。
⑤作業員は、除雪訪問を通じて対象者の皆さんの安否を確認しています。
⑥一部地域で「自治会による自主除雪」を実施予定です。
　以上をご理解の上、利用を希望する方は、下記「２．利用申込みについて」により申込み
してください。

◆実施期間　　12月上旬～３月下旬
◆対象世帯　　 除雪作業に従事できる子ども等が町内に居住しておらず、次の①～③のいず

れかに該当する世帯
　　　　　　　①町民税が非課税の概ね65歳以上の高齢者のみの世帯
　　　　　　　②町民税が非課税の障害者手帳を有する障がい者のみの世帯
　　　　　　　③ 町民税が非課税の概ね65歳以上の高齢者と、町民税が非課税の障害者手帳

を有する障がい者のみで構成される世帯
　　　　　　　※ ただし、上記①から③に該当する世帯のうち、申請者の前年の収入が148

万円未満であること。申込み受付後に審査し、利用の可否を通知します。
◆利用料金　　１回30分まで150円、60分までは300円。
◆申込期間　　11月１日（水）～ 11月17日（金）　期間厳守
◆申 込 先　　健康増進センター内　介護・福祉課　　☎65－1777

　玄関から道路（表通り）までの除雪が困難な高齢者・障がい者宅の除雪を行う作業員を下記
のとおり募集します。
◆募集人員　20名程度
◆作業内容　スノーダンプ等による手作業での除雪
◆応募資格　健康で、野辺地町在住の方
◆雇用期間　12月上旬～３月下旬
◆就 業 日　降雪状況による
◆時 間 帯　午前から午後（※除雪車による除雪終了以降）
◆賃　　金　時給1,350円（交通費を含む）
　　　　　　※ 降雪状況等により、ひと月の賃金が10,000円に満たない場合は、原則

10,000円（最低保証）を支給する。
◆締　　切　11月17日（金）まで
◆申 込 先　野辺地町社会福祉協議会　　☎64－0401

　町では「要援護者除雪対策事業」を実施します。限りある除雪作業員の貴重な支援の手が対象者
の皆さんに行き渡るよう、下記事項をご理解のうえ利用申込してください。

要援護者除雪対策事業　除雪作業員募集

１．ご理解いただきたいこと

２．利用申込みについて

13

お知らせ



第20回野辺地河童水泳大会
　野辺地町水泳協会が10月８日、第20回野辺地河童水泳大会をサン・ビレッジ「屋内温水プール」
で開催しました。大会には小学校４年生から６年生の男女９人が参加し、日頃の練習の成果を発
揮して大会に挑みました。

～　大　会　結　果　～
氏　名 性別 学校名・学年 自由形 背泳ぎ 平泳ぎ バタフライ

太　田　典　和 男 若　小・４ 第１位 第１位 第１位 第１位
江刺家　颯　音 男 野　小・４ 第２位 第２位 第２位
作　田　健　誠 男 野　小・４ 第３位
荒　谷　明　翔 男 野　小・４ 第４位 第３位 第２位 第３位
田　中　陽　翔 男 野　小・５ 第１位 第１位 第１位 第１位
秋　山　瑞　葵 男 野　小・５ 第２位
飯　田　美　桜 女 野　小・５ 第１位
大　森　陽　乃 女 野　小・６ 第１位 第１位 第１位 第１位
新　山　瑚　倫 女 野　小・６ 第２位 第２位 第２位

◆問合先　建設水道課　水道事業担当（内線269～271）

冬期間の水道利用について

◆水道の凍結にご注意ください
　冬期間は、蛇口や給水管などの凍結による
故障や事故が多くなります。
　また、水抜栓・湯沸器あるいはボイラー等
の水抜操作の誤りで、５月の精算時に多額の
水道料金が請求されることがありますのでご
注意ください。
　凍結や故障が見つかった場合は、下記の町
指定水道工事店に依頼し、早目に修理してく
ださい。

◆冬期間の推定水量について
　冬期間は積雪により水道メーターの検針が
できませんので、１月から４月までの水道料
金は推定水量で請求し、４月中旬の検針（５
月請求分）で精算します。料金は、毎年１月
にお届けする「冬期間の推定による水道料金
のお知らせ」をご確認ください。
　なお、長期間留守にする場合や家族の増減
により水量が変わると思われる方は問合先ま
でお知らせください。

◆節水にご協力ください
　毎年、年末は水の使用が集中します。水の
使用が集中しますと、水の供給が追い付かな
くなることも考えられますので、大掃除や洗
車を30日・31日に集中させないなど節水に
ご協力をお願いします。

◆水道使用異動届をお忘れなく
　転入、転居、転出等の際には異動届を提出
してください。提出がないと、水道料金が引
き続き請求されることもありますのでご注意
ください。

❆町指定水道工事店（町内）❆
工事店名 電話番号 工事店名 電話番号

(有) 豊伸工業 64－6162 (有) サイジョー 64－3261
(有) 山村電水 64－4805 エム・アック工業 64－7127
柏葉電設工業 64－3913 ケーズ設備計画 64－2309
(有) 興和電気商会 64－2102 Ｋｏｏ’ｓコーズサービス 64－7676
(有) 齊藤水道設備工業 64－2492 （有）古沢清掃社 64－2959
(株) ＮＥＭ　 64－6988
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募集　令和６年度 北部上北広域事務組合会計年度任用職員
　令和６年４月１日以降に採用する、北部上北広域事務組合会計年度任用職員の採用試験を下記
により行います。

１　募集職務名及び業務内容
応募区分 職　務　名 業 務 内 容 フルタイム・パートタイムの別

事務区分
①医療事務手 医療事務業務 フルタイム・パートタイム
②医師事務作業補助 医師事務作業補助業務 フルタイム・パートタイム
③介護支援専門員 介護支援業務 フルタイム

医療区分

①臨床検査技師 臨床検査業務 フルタイム・パートタイム
②診療放射線技師 診療放射線業務 フルタイム・パートタイム
③看護師 看護業務 フルタイム・パートタイム
④准看護師 准看護業務 フルタイム・パートタイム

技能区分

①介護福祉士 看護補助業務（介護業務含む） フルタイム・パートタイム
②看護補助員 看護補助業務 フルタイム・パートタイム
③運転技能員 運転業務 フルタイム
④運転技能員 リサイクル業務 フルタイム
⑤技能員 火葬業務 フルタイム

２　任用期間
　　令和６年４月１日から令和７年３月31日まで
　　（勤務実績に応じて再度の任用を行う場合あり。）

３　応募期間
　 　送付又は持参のいずれも、令和５年11月１日（水）午前８時15分から令和５年12月１日（金）
午後５時まで（必着）
　　※持参の場合の受付時間は、平日の午前８時15分から午後５時まで
　　　（土曜日、日曜日及び祝日等の閉庁日は受付不可）

４　応募先
　　◆野辺地地区斎場、クリーン・ペア・はまなす
　　　〒039－3113　上北郡野辺地町字田狭沢40番地９
　　　　　　　　　  　北部上北広域事務組合　事務局総務課　会計年度任用職員募集担当　宛
　　◆公立野辺地病院
　　　〒039－3141　上北郡野辺地町字鳴沢９番地12
　　　　　　　　　　  北部上北広域事務組合　公立野辺地病院総務課
　　　　　　　　　　  会計年度任用職員募集担当　宛

５　その他
　 　その他詳しい内容については、北部上北広域事務組合ホームページ内の募集要項をご覧にな
るか、直接下記問合先へご連絡ください。

６　問合先
　 　◆北部上北広域事務組合事務局総務課　☎64－1066
　　　（会計年度任用職員募集担当：長利）
　　　ホームページアドレス：http://hokubukamikita.org
　　◆公立野辺地病院総務課　☎64－3211（会計年度任用職員募集担当：良元）
　　　ホームページアドレス：http://hospital-noheji-aomori.jp

15

お知らせ



野辺地ロータリークラブ読書感想文コンクール　受賞者を表彰
　野辺地ロータリークラブ
（亀田俊彦会長）が主催する、
町内小中学生を対象とした
第25回読書感想文コンクー
ルの表彰式が10月10日、中
央公民館で行われました。
　今年は262点の応募の中
から、34点が入賞作品に選
ばれ、亀田会長から受賞者
へ表彰状が贈られました。

　野辺地中学校旧校舎で使
用していた木製の授業用
机、椅子を無償で譲渡しま
す。ご希望の方は、問合先
までご連絡ください。

◆問合先　学校教育課
☎64－2119木製机・椅子の無償譲渡を行います

・在庫　机約320台、椅子約370脚
　※ 長年授業で使用していたため、

傷や穴等あります。
・保管場所　旧木明小学校
・引渡方法　保管場所で引渡
・第一次募集期限　11月30日

　令和５年度自衛官等採用案内
種　　目 資　　格 受 付 期 間 試 験 期 日 処　　 遇 試験場所

自衛官候補生
（任期制） 18歳以上33歳未満の方 年間を通じて行って

おります。 別途連絡します。
[初任給]
月額：184,300円（高卒）
月額：193,900円（大卒）

一般曹候補生
（採用区分は、陸
上・海上のみ）

18歳以上33歳未満の方 令和５年９月６日～
11月30日

＜１次試験＞
 令和５年12月９日～14日　※１
＜２次試験＞
 令和６年１月６日～14日　※１

[初任給]
月額：184,300円（高卒）
月額：193,900円（大卒）

貸費学生
(技術）

大学の理学部・工学部※２の３・４年次
又は大学院（専門職大学院を除く。）修
士課程在学（正規の修業年限を終わる年
の４月１日現在で26歳未満（大学院修士
課程在学者は28歳未満））

令和５年６月１日～
11月10日 令和５年12月３日

[学資金貸与]
月額：54,000円

陸上自衛隊
高 等 工 科
学 校 生 徒

推
薦

男子で中卒（見込含）17歳未満の成績
優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績を修
め、学校長が推薦できる者

令和５年10月１日～
12月１日 令和６年１月６日～８日　※１

[生徒手当]
月額：106,900円一

般
男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

令和５年10月１日～
令和６年１月５日

＜１次試験＞
 令和６年１月13日・14日　※１
＜２次試験＞
 令和６年１月25日～28日　※１

　※１　試験日については、いずれか１日を指定されます。  ◎　細部は下記までお問い合わせ下さい。
　※２　学部については、理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。　処遇については、令和４年４月現在のものです。
🏣033－0037　沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
　　　　　　　　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　　　　　　　　電話・ＦＡＸ　0176－53－1346（平日：08：45～17：30）
　　　　　　　　E-mail：aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

～　入賞結果（敬称略）　～

◆小学生
【会長賞】本間咲華、井野集太、荒谷明翔、
　　　　　千田優翔、新山瑚倫
【優秀賞】小泉楓花、竹髙莉愛、大西愛結、
　　　　　小坂　怜、山本雫月、駒ケ嶺陽太、
　　　　　島野彰久、滝澤一華、櫻　栞名、
　　　　　島谷幸実

【優良賞】泉山芽生、川端桜果、上野明莉、
　　　　　金澤こはる、鳴海創太、鳴海咲々、
　　　　　川村竜聖、髙田妃唯、藤谷虹心、
　　　　　阿部柊之助、髙松ユリ、蛯名莉愛、
　　　　　岩﨑翔蒼、若山愛実、洞内遼太
◆中学生
【会長賞】白濵和司
【優秀賞】太田悠平　　　　　　
【優良賞】清藤海香、岩﨑凛人

三沢募集案内所
instagram

★ 個別に相談に応じます。
QRコードから申し込み

個別相談ＱＲ

入賞された小・中学生の皆さん
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📚 読書週間行事 📚　※休館日を除く
◆リサイクルブックフェア　
　　期間　　11／12（日）まで
◆秋の読書deスタンプラリー
　　期間　　11／29（水）まで
◆小学生、中高生「新聞deスタンプラリー」
　　期間　　11／29（水）まで

🍎🍏🍎 秋のドキドキおはなし会 🍎🍏🍎

　ＲＡＢラジオ・テレビでお馴染みの野坂真理さ
んと、おはなしサークル「虹色の会」の皆さんに
よる「おはなし会」を行います。
日　時：11月12日（日）14時～
対　象：４歳～（幼児は、保護者同伴）
場　所：視聴覚室
内　容： 絵本「ツガルさん」「ツガルさんのわか

いころ」、人形劇ほか
参加料：無料
定　員：25名　※要申込み
申込先：図書館　☎64-2195

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）
書　　　名 著　者　名

窓ぎわのトットちゃん　続 黒　柳　徹　子
あなたが誰かを殺した 東　野　圭　吾
リカバリー・カバヒコ 青　山　美智子
サヨナラどーだ！の雑魚釣り隊 椎　名　　　誠

本　の　展　示
・読書週間におすすめの本  ～11/12（日）
・「あたたか～い」本展  11/15（水）～11/29（水）

今
月
の
休
館
日

　

６
日（
月
）、
13
日（
月
）、

　
20
日（
月
）、
27
日（
月
）、

　
30
日（
木
）

※
30
日
は
、
館
内
整
理
日
の

た
め
閉
館
。

問　☎64－2195
【
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
】

●
英
会
話
ク
ラ
ブ
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日
・
22
日
・
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日
（
水
）
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～
16
時
（
中
央
公
民
館
）

　
�

講
師
：
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
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導
助

手
）
ほ
か

●
朗
読
の
会
「
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桜
」

　
９
日
（
木
）
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時
～

　
定
例
会
（
中
央
公
民
館
）

●
お
は
な
し
サ
ー
ク
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虹
色
の
会
」

　
12
日
（
日
）
９
時
半
～

　
定
例
会
（
図
書
館
）

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
プ
ラ
ス

　
13
日
（
月
）
８
時
40
分
～

　

�

（
１
歳
６
か
月
児
健
診
・
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
）

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
15
日
（
水
）
９
時
半
～

　

�

（
７
か
月
児
健
診
・
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
）

●
ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会

　
16
日
（
木
）
10
時
半
～

　
対
象
：
３
歳
未
満
児
（
図
書
館
）

おはなし工房
日　時：11月25日（土）14時15分～
対　象：４～12歳　※幼児は、保護者同伴。
内　容：絵本の読み聞かせと工作会
ところ：視聴覚室
参加料：無料
定　員：８名　
　　　　※要申込み
申込先：図書館

野辺地町立図書館
QRコード

令和５年９月末の交通人身事故発生状況（野辺地警察署）
区分

町村別

令和５年 昨年
前年比

９月中（単月） ９月末（累計） ９月末（累計）
発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者
野辺地町 2 0 3 10 0 14 12 0 13 －2 ＋0 ＋1

横 浜 町 0 0 0 8 1 9 3 0 5 ＋5 ＋1 ＋4

六ヶ所村 1 0 1 8 1 28 16 1 28 －8 ＋0 ＋0

合　計 3 0 4 26 2 51 31 1 46 －5 ＋1 ＋5
20年以上の実績・解体工事も！！20年以上の実績・解体工事も！！

TEL:64-3885

干支のカレンダー
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お知らせ

と し ょ だ よ り （11月）



NO29．「芸術の秋」 
　　　　 町文化祭に是非おいでください！

『未来につなげる幸せを創る』

地域おこし協力隊コラム その㉘　『のへじ葉つきこかぶドレッシング』

　皆さんまいどです。
　地域おこし協力隊の横井さくらです。
　塩と醤油味がある、野辺地葉つきこかぶ使
（つこ）たドレッシングは県外のイベントでも
めっちゃ人気やねん。
　町内で全部手作りされてましてね。最初に、
こかぶ、玉ねぎ、人参、生姜、ニンニクなど
を細かく切り刻んで計るでぇ。けっこう大変
な作業で、私はたまに間違えてしもたりする
けど、みんな優しく教えてくれはるから、ワ
イワイ作業してたら、いつの間にか終わって
ますねん。
　材料準備できたら、葉っぱの緑残ってこか
ぶが感じられるくらいまで攪

かくはん

拌！

　ほんで容器つめて蓋つけてラベル貼ったら、
やっと出荷できますねん。
　いっぱいやらなあかん事あるけど、みんな
で協力したら、いつも楽しく早く完成やでぇ。
　野辺地のこかぶは美味しくて、農家さん
ごっつ大変な作業して大事に作ってるもん
やから、色ん
な形になって、
ようさんの方
が知ってくれ
たらめっちゃ
嬉しいわぁ。

町長コラム  

　こんにちは。町長の野村です。
　「芸術の秋」です。野辺地町文化祭はもう
始まっています。中央公民館の芸能発表会や
馬門コミュニティ文化祭は終了しましたが、
中央公民館の作品展示が始まります。自粛か
ら開けてコロナ以前の規模になると伺ってい
ます。愛でて、味わって、楽しみましょう。
　小坂圭二さんをご存知でしょうか。野辺地
町出身の彫刻家で、高村光太郎の助手として
十和田湖畔にある「乙女の像」の実制作に携
わった方です。作品は青森県庁の知事室など
があるホールのど真ん中に置かれています。
知事面会の折などは誇らしい思いになります。
野辺地中央公民館ロビーの壁面いっぱいを

使った作品も見応えのある大作です。他にも
十和田市など多くの街に作品があるので、探
してみてはいかがでしょうか。
　県内にはその建物を含めて全国的に有名な
美術館、博物館がたくさんあります。県立美
術館や十和田市現代美術館には国内外から多
くの人が訪れています。特に県美での「棟
方志功展」（終了しましたが）は素晴らしく、
開催中の「奈良美智展」はこの秋冬必見です！

業界最大手グループ企業
 

充実の福利厚生  

1 から身につける CAD 設計

未経験 OK 
正社員、パート社員募集  

〒 0 3 9 - 3 1 3 1 青 森 県 上 北 郡 野 辺 地 町 野 辺 地 2 6 - 1  

年間休日 121 日 

土日祝休み 

ドレッシングの容器にフタつけるでぇ

歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
野
辺

地
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
園
児
が
製
作
し

た「
縄
文
く
ら
ら
」作
品
を
観
覧
す
る
野
村
町

長
。
町
文
化
祭
で
は
中
央
公
民
館
に
展
示
さ

れ
ま
す
。
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【
野
辺
地
の
野
辺
地
小
学
校
】
…
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
９
月
27
日
創
立
。
野
辺
地
内
に
７
つ
以
上
あ
っ
た
寺
子
屋
を
合
併
し
、
第
16
中

学
区
野
辺
地
小
学
と
し
て
発
足
。
発
足
時
の
児
童
数
は
１
６
９
名
。
旧
野
辺
地
代
官
所
（
現
中
央
公
民
館
敷
地
内
）
を
校
舎
と
し
た
。
そ
の

後
、
時
勢
に
応
じ
学
校
名
は
変
化
し
、
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
か
ら
野
辺
地
小
学
校
と
な
る
。
校
歌
は
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
制
定

さ
れ
、
そ
の
後
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
現
校
歌
と
な
っ
た
。
校
旗
は
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

【
解
説
】

　

野
辺
地
小
学
校
は
、
野
辺
地
で

一
番
初
め
に
創
立
し
た
小
学
校
で

す
。
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
、
そ

れ
ま
で
町
内
に
あ
っ
た
７
つ
以
上
の

寺
子
屋
を
併
せ
て
、「
第
16
中
学
区

野
辺
地
小
学
」
と
い
う
名
称
で
発
足

し
ま
し
た
。
発
足
当
時
の
児
童
数
は

１
６
９
名
、
教
員
は
８
名
。
発
足
に

あ
た
り
、
町
の
豪
商
・
野
村
治
三
郎

氏
ほ
か
１
１
４
名
が
学
校
資
本
金
を

献
納
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年

で
創
立
１
５
０
年
を
迎
え
る
野
辺
地

小
学
校
は
、
そ
の
年
月
の
中
で
、
校

名
を
始
め
様
々
な
変
遷
を
辿
り
ま
し

た
。
校
舎
も
そ
の
一
つ
で
す
。
学

校
発
足
時
、
校
舎
は
旧
野
辺
地
代

官
所
を
仮
校
舎
と
し
て
活
用
し
ま
し

た
。
そ
の
後
１
８
７
７
（
明
治
10
）

年
に
寄
附
金
を
基
に
校
舎
を
新
築
す

る
も
、
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
に

焼
失
。
写
真
①
の
校
舎
は
、
消
失
翌

年
に
新
築
し
た
校
舎
で
す
。
現
在
地

に
校
舎
が
移
転
し
た
の
は
、
戦
中
の

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
の
こ
と
。

そ
の
校
舎
は
１
９
７
３
（
昭
和
48
）

年
ま
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
現
在
の

校
舎
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
校
舎
一
つ
と
っ
て
も
紹
介
し

つ
く
せ
な
い
歴
史
が
野
辺
地
小
学
校

に
は
あ
り
ま
す
。

　

卒
業
生
に
は
名
誉
町
民
や
各
界
で

活
躍
し
て
い
る
方
も
お
り
、
小
学
校

は
長
い
歴
史
の
中
で
、
教
員
や
保
護

者
、
地
域
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
成
長

し
て
い
く
数
多
く
の
子
ど
も
達
を
見

守
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
も
野
辺
地
小
学
校
に
は
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
達
の
成
長
を
末
永
く
見

守
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

�

（
文
責
・
資
料
館　

山
崎
）

【写真①大正期の野辺地小学校（現中央公民館地内）
� 撮影：1912（大正元）年頃】
　大正頃の校舎。この校舎は1981（明治24）年に建
てられたものと推測されます。

【写真②野辺地小学校旧校舎
� 撮影：1972（昭和47）年】
　1973（昭和48）年まで使用された校舎。趣があ
ります。

【写真③　給食風景　撮影：1964（昭和39）年】
　給食は1962（昭和37）年から開始されました。

【写真　園児とワークショップ講師のトヨカワ　チエ　氏】

　資料館が９月15日、野辺地カトリック幼稚園で、幼
児期から町に愛着を持ってもらうことを目的に「ふるさ
とワークショップ」を開催しました。
　ワークショップは、青森市のイラストレーター・トヨ
カワ　チエ氏を講師に招き、トヨカワ氏が作成した常
夜燈や縄文くらら等のスタンプを使い、黄色いトート
バッグにスタンプを押す作業を行いました。園児たち
は、楽しそうに自分だけのトートバッグを作っていま
した。後日、園児たちには「のへじ博士認定証」が渡さ
れました。

―スタンプでオリジナルトートバッグづくり―
野辺地カトリック幼稚園で
� ふるさとワークショップ開催

歴史コラムかわら版
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問合先
健康づくり課（健康増進センター内）
　　　住　所：前田５番地２
　　　ＴＥＬ：６４－１７７０
　　　ＦＡＸ：６４－８０８３

町の
 ほけん
  だより

＊　総 合 健 康 相 談　＊
　保健師・管理栄養士による相談です。健康についての
お悩みをお聞きします。（要予約）
◆日　程　木曜日（祝日除く）　◆時　間　８時半～17時
 ☎ 64－8080（保健師直通）

＊　傾　聴　サ　ロ　ン　＊
　こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会
を修了した傾聴ボランティアがお話を伺います。秘密は
厳守します。
◆日　程　11月14日（火）、27日（月）
　　　　　12月11日（月）、22日（金）
◆場　所　健康増進センター
◆時　間　13時～15時

※ 申込み不要。
　 時間内にいつで
もどうぞ。

　町では、高齢者インフルエンザ予防接種料金の一部を助成します。
◆対　　象　昭和33年10月31日以前に生まれ町に住所を有する方。
　　　　　　【対象者には９月下旬に案内を郵送しています。】
　　　　　　※�この予防接種は、ご本人が希望する場合にのみ行います。接種を希望される場合は、お送りし

た書類を持参し予防接種をしてください。
◆実施期間　11月１日～12月31日　※接種開始時期は、実施機関により異なります。
◆接種場所　町が契約している医療機関（郵送された案内をご覧ください）
◆助 成 額　接種費用のうち一人当たり1,000円。

令和５年11月２日（木）　　14時～16時　かんぶん野辺地店
令和５年11月14日（火）　��13時45分～16時　公民館駐車場
※前回の献血から、男性は12週間、女性は16週間、間隔を空ける必要があります。
献血をお考えの方はご確認ください。健康づくりポイント事業の対象です。

　健康づくりワークショップのお知らせ　

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

献　血　日　の　お　知　ら　せ

　～ここちよい運動・おいしい食事で、健康になろう！～
　野辺地町で受診の多い病気の予防と改善をテーマに、健康づくりワークショップを開催します。ワーク
ショップでは、講義や、軽い運動、簡単料理など体験型の内容で行います。

テーマ 月　日 時　間 内容【計測　講義　軽運動　簡単料理】 料　金

糖尿病予防・改善 11月22日（水） 10～12時 ●正しいウォーキング法
●糖質を上手に取り入れる料理 300円

脂質異常症予防・改善 12月６日（水） 〃 ●○○しながら運動
●食物せんいを豊富に取り入れる料理 〃

●対象者：おおむね30～74歳までの国保被保険者
●各回定員は先着８名です。　●作った料理は、お持ち帰りいただきます。
●持ち物：筆記用具　エプロン　三角巾（バンダナ等でも可）参加料　健康手帳
●健康づくりポイント制度の対象事業です。（２ポイント）　●開催場所：健康増進センター
●参加の際は、マスク着用、手指消毒等感染症予防対策にご協力ください。

◆申込・問合先　健康づくり課　☎64－1770
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＊各種相談先＊

相談名（連絡先） 実施日 対象／内容

す く す く 相 談
（64－8080） 月～金曜日

（祝日を除く）
８時半～17時

妊婦、産婦、育児中の方、
就学前のお子さんなど。
こそだて応援コンシェル
ジュ（助産師・保健師）
が対応。

こ と ば の 相 談
（64－8080）

思春期はればれ相談
（64－8080）

火・木曜日
（祝日を除く）
８時半～17時

思春期の方、その保護者
など。
保健師による電話相談。

こども救急電話相談
※青森県主体

（＃8000または
 017－722－1152）

平日：午後７時～
  翌朝午前８時
土曜：午後１時～
  翌朝午前８時
日祝：午後８時～
  翌朝午前８時

小児の急病等、家庭内で
の対応や医療機関への受
診目安などの相談対応。
看護師が相談に応じます。

健康づくり課（健康増進センター内）
住所：前田５番地２
TEL：64－1770

64－8080（相談専用）
FAX：64－8083

問合先

だより
～１８９（いちはやく）　
　 「だれか」じゃなくて「あなた」から～
　厚生労働省では、毎年11月を「児童虐待
防止推進月間」と定め、家庭や学校、地域等
の社会全般にわたり、児童虐待問題に対する
深い関心と理解を得ることができるよう、広
報・啓発活動などを行っています。
　近隣・知人からの通告が子どもを虐待から
守る大きな手助けになります。みんなで子ど
もたちの笑顔を守りましょう。

11月は
児童虐待防止推進月間

です。

11月の保健カレンダー

☆母子健康手帳は毎週火・木曜日に健康増進センターにて発行します☆

日 事業名（対象者） 開始時間 場　所 備　考

９ ３～５か月児健診
（R５年６月８日～８月９日生まれ） ８時45分 野辺地病院

（小児科） 対象者には個別通知します。

13 １歳６か月健診（R４年３月１日～５月13日生まれ） ９時 健康増進
センター 対象者には個別通知します。

15

７か月児健診（R５年４月生まれ） 10時

健康増進
センター

個別通知はしていません。
広報で確認し母子健康手帳とバス
タオルをお持ちください。

10か月児健診（R５年１月生まれ） 13時半

１歳児健診（R４年11月生まれ） 13時半

みんなのこども相談（出生～就学前まで） 14時 前日までに申込みが必要です。

　※予防接種の接種忘れや接種スケジュール等のご相談は、健康増進センターまでお問合せください。
☆母子健康手帳は毎週火・木曜日に健康増進センターで発行します☆

「児童虐待かも」と思ったらすぐに

　　　　　　お電話を

☎ １
いち
 ８
はや
 ９
く

（お近くの児童相談所につながります）

　子育て中の不安やつらい気持ちを話し
ましょう。あなたのまわりには、利用で
きるさまざまな援助や支援があります。
　こそだて応援コンシェルジュ（保健師・
助産師等）へお気軽にご相談ください。

☎０１７５－６４－８０８０
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防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！　
☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９

有戸地区はまなす
　　　ふれあいセンター

◆開設日：11月２日、６日、９日、13日、
　　　　　1６日、20日、2７日、30日
◆時　間：10時30分～14時45分

老人憩いの湯
　
「
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野辺地町委託事業 参加無料！

◆日　時　　・水泳教室（サンビレッジ野辺地）
　　　　　　　11月16日（木）13時～　　
　　　　　　・ノルディックウォーク（愛宕公園集合）
　　　　　　　11月19日（日）９時～　
◆内　容　　ノルディックウォーク及び
　　　　　　水泳での有酸素運動
◆対　象　　町内在住の方

◆定　員　　若干名　
◆持ち物　　飲み物、スポーツ安全保険料
　　　　　　（初回のみ）
◆申込・問合先　
　　全日本ノルディックウォーク連盟
　　上級インストラクター　上原子
　　☎64－6270

【ノルディックウォーク＆大人の水泳教室】

🍁🍁オレンジメモリーカフェ　はまなす🍂🍂
◆日　時　11月16日（木）13時半～15時
◆内　容　・ミニ講話
　　　　　　「知っていますか、
　　　　　　　　　野辺地町の福祉サービス」
　　　　　　・作品づくり　・相談コーナー
◆場　所　有戸地区はまなすふれあいセンター
◆対　象　認知症の方、その家族、地域住民
◆注　意　①電話で事前予約をお願いします。
　事　項　②当日はマスク着用で来場願います。
　　　　　③近隣地域の感染状況により中止になる場合が
　　　　　　あります。
◆問合先　社会福祉法人　福祉の里
　　　　　介護老人保健施設　のへじ
　　　　　☎65－2333

【2023ＰＲセンター　秋の味覚まつり】
◆日　時　11月12日(日)　10時～16時　
◆内　容　・キッチンカー　
　　　　　・特産品販売
　　　　　・鉄道模型運転会
　　　　　・けつめい茶展
　　　　　・のへじ昔の写真展(予定)
◆問合先　（一財）野辺地町観光協会
　　　　　　☎64－9555
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町のカレンダー
日 曜 行　　事　　名
1 水
2 木 献血（かんぶん）14時～16時

Ｊアラート　緊急地震速報訓練

3 金
文化の日
旧野村家住宅離れ（行在所）夜間特別公開
野辺地町文化祭

4 土 野辺地町文化祭
5 日 野辺地町文化祭
6 月 「認知症サポーター」養成講座
7 火 野辺地町原子力防災訓練
8 水
9 木 健：３～５か月児
10 金 相：弁護士
11 土 野辺地小学校創立150周年記念式典

12 日
休日開庁（マイナンバーカード交付など）
町社協福祉セミナー　映画上映会
図：秋のドキドキおはなし会

13 月 健：１歳６か月
14 火 献血（中央公民館）13時45分～16時

傾聴サロン　

日 曜 行　　事　　名

15 水
Ｊアラート　全国一斉情報伝達試験
健：７か月・10か月・１歳
相：みんなの子ども相談

16 木 図：ヨチヨチおはなし会
17 金 第22回芸能発表会
18 土
19 日 児：トランポリン
20 月 児：干支レリーフ
21 火 相：行政
22 水 児：支援拠点事業　親子ヨガ

児：避難訓練
23 木 勤労感謝の日

「歴史コラム・のへじ典」ワークショップ
24 金
25 土 図：おはなし工房
26 日 休日開庁（マイナンバーカード交付など）
27 月 傾聴サロン　
28 火
29 水

30 木
図：館内整理（休館）
〆：固定資産税（４期）
　　国保・後期・介護（５期）

定住自立圏
観光ガイド
ＱＲコード

※　図：図書館　〆：納期限　健：健診児　児：児童館　相：相談

★六戸町　
◆メイプルタウンイルミネーション
・日　時　11月１日（水）～２月29日（木）
　　　　　日没～22時
・場　所　六戸町立図書館前「いこいの広場」
・内　容　 六戸町立図書館前のいこいの広場にイルミネーショ

ンを設置しました。住民みんなの手でイルミネー
ションの飾り付けまで行いました。ぜひ見に来てく
ださい。

・問合先　 メイプルタウンイルミネーション設置実行委員会
（事務局：六戸町文化ホール内）

　　　　　☎0176－55－5511

★十和田市
◆青少年育成十和田市民会議合同研修会
安武信吾氏講演会
・日　　時　12月２日（土）13時～15時半（12時20分開場）
・場　　所　サン・ロイヤルとわだ
・内　　容　 映画「弁当の日『めんどくさい』は幸せへの近道」監

督の安武信吾さんによる講演会を開催。
・定　　員　200人（先着順）
・申込期限　11月24日（金）
・申込方法　応募フォームまたはFAX
・問 合 先　十和田市「弁当の日」応援団事務局
　　　　　　☎090－8374－5629

◆みんなの「いいね！」展示会
・日　時　11月25日（土）10時～17時
　　　　　11月26日（日）９時～15時
・場　所　十和田市民交流プラザ「トワーレ」
・内　容　 マーブル親の会では発達の凸凹のある子どもたちの「得

意なこと」「できること」を展示する催しを開催します。
・問合先　マーブル親の会
　　　　　☎090－7325－9721
　　　　　メール：marble.oyanokai@gmail.com

◆十和田市こども劇団「第30回定期公演」
・日　時　11月12日（日）14時開演（13時半開場）
・場　所　十和田市民文化センター
・内　容　ミュージカル「三つの約束」（入場無料）
・問合先　十和田市こども劇団事務局
　　　　　☎080－1834－5134

◆第34回十和田市民合唱祭
・日　時　11月26日（日）13時半開演（13時開場）
・場　所　十和田市民文化センター（入場無料）
・内　容　 【参加団体】三本木小学校合唱部、南小学校合唱部、北里

大学獣医学部合唱同好会、コーラス四季、十和田湖コー
ラス愛好会、コールアゼリア、滝の詩王者合唱団、とわ
だ混声合唱団

・問合先　十和田市スポーツ・生涯学習課
　　　　　☎0176－58－0184
　　　　　（９時～17時　土日・祝日を除く）

・問合先
　�上十三・十和田湖
　広域定住自立圏
　�観光推進協議会事務局
　（十和田市商工観光課内）
　☎0176－51－6771

★六ヶ所村　　　
◆第40回ろっかしょ産業まつり
・日　時　11月４日（土）、５日（日）
・場　所　尾駮漁港特設会場
・内　容　 さまざまなステージイベントや出店に加えて、昨年

大好評だった魚のつかみ取りが体験できる「お子さ
まおさかな広場」など

・問合先　一般社団法人  六ヶ所村観光協会
　　　　　☎0175－71－3115

★小坂町
◆クリスマスマーケットin小坂2023
・日　時　12月９日（土）、16日（土）
　　　　　各日　17時～20時
・場　所　小坂鉱山事務所・天使館周辺
・内　容　 会場一体がクリスマスイルミネーションで輝き、期

間中の土曜、日曜は小坂鉱山事務所のライトアップ
も実施。露店をはじめミニステージなど各種イベン
トを計画中！

・問合先　鹿角コミュニティ FM株式会社
　　　　　☎0186－25－8739
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おいしい！減る脂～♪
カンタン料理

その113

１．鶏もも肉は一口大に、れんこん、人参は乱切り、し
いたけは４等分に切る。

２．鍋にごま油を入れ１で切った材料を炒める。全体に
油がまわったらだし汁を入れ煮る

３．材料が煮えたら水分を飛ばすように火を強めてめん
つゆを入れ、全体にいりつけるように味をからめ
る。

い　り　鶏

【栄養価　１人分】
エネルギー　105ｋcal　たんぱく質　7.7ｇ　脂質　 6.6ｇ　炭水化物　5.2ｇ　塩分相当量　 0.5ｇ

材料　５人分 作り方

【管理栄養士のコメント】
　れんこんがおいしくなる時期になりま
した。鶏肉のうまみを生かしたいり鶏を
ご紹介します。材料が煮えてから、味を
からめるのが減塩でおいしく作るポイン
トです。

・鶏もも肉　　　　　　　　　　 200ｇ
・れんこん（一節）　　　　　    100ｇ
・人参（小1/2本）　　　　　      50ｇ
・しいたけ（大２枚）　　　　   　50ｇ
・ごま油　　　　　　　　　　小さじ１
・だし汁　　　　　　　　　 　 200㎖
・めんつゆ　　　　　　　　　大さじ１

まちのアルバムぼくたち　わたしたちの
歯 ピピカカピピカカだよ♪

３歳児健診で虫歯ゼロの
お子さんを掲載しています

くん

川代　結楓ちゃん
かわだい ゆい か

中嶋あさひちゃん
なかしま

竹髙　陽翔
たけたか ひな と

中濵　澄星ちゃん
なか かりはま あ

郷土の味を楽しむ会

　「郷土の味を楽しむ会」が10月14日、中央公民館で開催され町内
外から約45名が参加しました。
　会場では、野辺地町商工会女性部（村木亜弓部長）が調理した
ホタテの刺身や豆腐の磯部揚げなど11品目の料理がテーブルに
並び、下町祭典部による祇園囃子の優美な音色を聞きながら、
参加者は郷土料理に舌鼓を打ちました。


